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第４回
定例会
第４回
定例会

　令和２年第４回定例会が、１２月９日から１０日まで２日間の日程で開催され、初日の行政
報告で小林町長は、次の２点について報告をしました。
１．中頓別町国民健康保険病院の院長着任について、令
　和２年１２月２日に長島弘医師が着任しました。今後
　も医師２名体制により医療の充実を進めるべく取り組
　んでまいります。

２．新型コロナウイルス感染症対策について、１１月に入ってからは北海道での感染拡大の勢
　いが止まらず、宗谷管内でも感染者が発生している状況にあります。こうした極めて厳しい
　状況を踏まえ、本町においても引き続き感染対策に努めてきているところですが、いつ感染
　者が発生してもおかしくない状況にあります。引き続き「新北海道スタイル」の実践のご協
　力をお願いし、感染防止の適切な情報提供に努めてまいります。

　田邊教育長の教育行政報告でも２点の報告がありました。
１．中頓別小中学校の授業時数の確保について、臨時休業により実施できなかった授業時数は、
　現段階では取り戻せています。今後の状況によっては臨時休業の可能性もあるため、冬季休
　業期間の短縮は予定どおり実施します。

２．小中学生の通学カバンについて、定例校長会・教頭会で協議しました。小中学校ともに通
　学カバンは指定されておらず、副教材等を学校に置いて帰ることは認め、教科書を学校に置
　いて帰ることは認めていません。現在の状況を継続してまいります。　

　一般質問では、通告順に４議員が、本町が抱える諸問題について、町長に所見を質しました。
町長から提案された人事案件１件、新規条例案２件、条例改正案１件、協定の変更１件、一般会
計他５件の補正予算を、原案どおり可決し、閉会しました。

教育行政報告をする田邊教育長 行政報告をする小林町長

医師２名体制となった国保病院



なかとんべつ町議会だより２１３号３

第４回定例会で
　　　　決まりました
第４回定例会で
　　　　決まりました

　
諮
問
第
１
号　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
対

す
る
意
見
（
井
野
順
子
氏
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
町
長
が
推
薦
す
る
人
権
擁

護
委
員
１
名
に
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め

ら
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、
適
任
で
あ
る
と
答
申
し

ま
し
た
。

（
任
期
３
年　

令
和
３
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日
）

　
議
案
第
63
号　
議
会
議
員
及
び
中
頓
別
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

町
村
の
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
の
環
境
を
改
善

す
る
た
め
、
ビ
ラ
頒
布
を
解
禁
す
る
と
と
も
に
、

選
挙
公
営
の
対
象
拡
大
に
伴
う
措
置
と
し
て
供
託

金
制
度
を
導
入
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　
議
案
第
64
号　
中
頓
別
町
長
等
の
損
害
賠
償
責

任
の
一
部
の
免
責
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

長
や
職
員
等
の
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
損
害

賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
善
意
で
か
つ
重
大
な
過
失

が
な
い
と
き
は
、
賠
償
責
任
額
を
限
定
し
て
そ
れ

以
上
の
額
を
免
責
す
る
旨
を
定
め
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　
議
案
第
65
号　
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
従
事
し

た
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
防
疫
等
作
業
手
当
の

特
例
を
定
め
る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

　
議
案
第
66
号　
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
（
一
部

変
更
）

　

近
年
、
激
化
す
る
自
然
災
害
を
鑑
み
、
災
害
時

に
必
要
な
情
報
の
共
有
、
人
的
・
物
的
支
援
を
よ

り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
う
と
と
も
に
迅
速
な

対
応
に
資
す
る
た
め
、
防
災
の
取
組
を
追
加
す
る

も
の
。

　
議
案
第
67
号　
一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
千

７
４
３
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
41

億
７
千
３
７
４
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
賃
貸
住
宅
建
設
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
れ
に
伴
う
促
進
助
成
金
１
千
８
０
０
万

円
な
ど
を
減
額
し
、
障
害
者
総
合
支
援
給
付
費
１

千
８
０
０
万
円
、
地
方
バ
ス
路
線
維
持
対
策
費
補

助
金
９
９
８
万
円
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
７
８
４
万
円
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
68
号　
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
１
７

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
４
千
５
９

６
万
円
に
。
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
給
料
等

を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
69
号　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
35
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億
４
千
１
４

２
万
円
に
。
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム

改
修
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
70
号　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
の
既
決
予
定
額
に
２
７
０
万
円
を

追
加
し
、
既
決
予
定
額
を
５
億
９
千
４
６
０
万
円

に
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
診
療
材

料
費
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
に
伴
う
検
温
機
能
付
顔
認
証
リ
ー
ダ
ー
な

ど
の
備
品
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
71
号　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
９
３

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
２
億
２
千

９
０
３
万
円
に
。
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
制
度
改
正

改
修
委
託
料
を
追
加
す
る
も
の
。

　
議
案
第
72
号　
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
そ
れ
ぞ
れ
59
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は
３
千
１
１
１
万

円
に
。
後
期
高
齢
者
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
を
追

加
す
る
も
の
。

○○○○

○○○○

○○○

議
決
さ
れ
た
議
案
等
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問
細 

谷 

久 

雄 

議
員

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員

質
　
問

 

町
長
が
目
指
す
今
後
の
町
の
将
来
像
は

質
　
問

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
再
拡
大
に
つ
い
て

　

町
長
は
就
任
後
２
期
目
１
年
９
ヶ
月
が
経
過
す
る

が
、
今
後
の
町
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い

る
の
か
。
将
来
の
町
の
人
口
推
移
か
ら
、
産
業
振
興

の
姿
、
観
光
推
進
、
子
育
て
支
援
対
策
、
教
育
環
境

の
充
実
、
医
療
福
祉
・
介
護
の
構
築
に
つ
い
て
、
明

確
か
つ
具
体
的
に
伺
い
ま
す
。　
　

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
産
業
振
興
で
は
、
酪
農
の
基
盤
整
備
促
進
と
六
次

産
業
化
の
推
進
、
森
林
の
保
全
と
林
業
及
び
関
連
産

業
の
振
興
、
商
工
会
と
と
も
に
第
三
者
承
継
を
含
め

た
商
工
業
振
興
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
観

光
振
興
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
に
滞
在
と
体
験
を
核

と
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

施
設
整
備
を
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
子
育
て
支
援

で
は
、
発
達
支
援
や
虐
待
防
止
な
ど
を
強
化
し
子
ど

も
包
括
を
核
と
し
た
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
教
育
で
は
、
幼
小
中
一
貫
教
育
体
制
の
構
築

を
め
ざ
し
、
学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
事
業
に
着
手

し
ま
す
。
地
域
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保
健
の
分
野

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
や
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
抜
本
的
か
つ
一
体
的
見
直
し
を

行
い
、
将
来
の
人
口
減
少
を
見
据
え
た
地
域
医
療
提

供
体
制
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
な
か
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー

ビ
ス
体
系
の
再
編
、
在
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め

の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
つ
い
て
は
、

確
認
さ
れ
る
感
染
者
数
、
重
症
者
や
死
者
の
割
合
も

再
度
増
え
始
め
、
11
月
に
入
っ
て
か
ら
全
国
的
に
は

第
３
波
、
北
海
道
に
と
っ
て
は
第
４
波
と
も
言
え
る

大
き
な
波
が
押
し
寄
せ
て
お
り
、
国
も
各
都
道
府
県

も
警
戒
を
強
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

が
、
中
頓
別
町
の
警
戒
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
は
現
在
何

段
階
目
で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

　

道
内
は
も
ち
ろ
ん
感
染
者
数
等
が
各
地
で
過
去
最

多
を
大
き
く
更
新
す
る
中
つ
い
に
宗
谷
管
内
で
も
初

め
て
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
事
態
に
ま
で
発
展

し
、
近
隣
自
治
体
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
町
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
で
最
も

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

町
内
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
、
町
の
事
業
等
の
実
施
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。　
　
　
　
　
　
　

　

今
の
よ
う
な
感
染
状
況
が
今
後
も
続
き
、
さ
ら
に

悪
化
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、
再
び

消
費
行
動
は
落
ち
込
み
町
内
経
済
へ
の
更
な
る
打
撃

も
予
想
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
点
、
町
と
し
て
追

加
の
経
済
対
策
や
感
染
予
防
の
支
援
、
町
民
生
活
の

負
担
軽
減
策
な
ど
は
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
再
拡
大
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
伺

う
。　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　
中
頓
別
町
の
警
戒
ス
テ
ー
ジ
は
北
海
道
の
警
戒
ス

テ
ー
ジ
に
連
動
し
て
お
り
、
北
海
道
全
体
の
ス
テ
ー

ジ
が
３
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
相

当
す
る
対
応
を
と
っ
て
い
る
が
、
北
海
道
か
ら
の
行

動
自
粛
等
の
要
請
に
加
え
、
町
職
員
の
出
張
自
粛
、
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厚
生
労
働
省
は
、
11
月
16
日
感
染
多
発
地

帯
や
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
地
域
の
医
療
機
関
、

高
齢
者
施
設
な
ど
の
勤
務
者
や
入
院
、
入
所

者
全
員
を
対
象
に
「
一
斉
・
定
期
的
な
検
査

の
実
施
の
お
願
い
」
の
通
知
が
な
さ
れ
ま
し

た
が
、
道
内
・
管
内
に
お
い
て
も
感
染
拡
大
・

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
見
ら
れ
ま
す
。
本
町

と
し
て
も
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
取
り
組
む
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
如
何
で
す
か
。　
　

答　

弁　

○
小
林
町
長

　
道
は
感
染
症
法
に
基
づ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
の
あ
る
対
象
者
に
行

政
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）
を
実
施
し
て
い
ま

職
員
間
の
多
人
数
（
５
人
以
上
）
の
会
食
自

粛
、
11
月
24
日
か
ら
は
職
員
の
３
割
以
上
の

テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

　
町
内
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
町
で
定
め
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
等

に
関
す
る
取
扱
い
基
準
」
を
基
本
と
し
、
感

染
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
可
能
か
ど
う

か
を
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
決
定
し
て
い

る
。

　
開
催
す
る
際
は
、
適
切
な
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
た
上
で
「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
を

実
践
し
、
さ
ら
に
感
染
防
止
に
万
全
な
配
慮

を
す
る
た
め
、
参
加
者
へ
は
検
温
、
体
調
管

理
の
確
認
や
、
利
用
者
名
簿
を
作
成
す
る
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
今
後
の
経
済
対
策
と
し
て
は
、
国
の
コ
ロ

ナ
対
策
交
付
金
の
追
加
交
付
な
ど
の
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
、
感
染
予
防
の
支
援
で
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
な
ど
、
新
北
海
道

ス
タ
イ
ル
の
実
践
に
向
け
た
支
援
に
継
続
し

て
取
り
組
む
他
、
重
症
化
し
や
す
い
方
の
リ

ス
ク
の
低
減
に
向
け
た
健
康
相
談
、
手
作
り

マ
ス
ク
配
布
事
業
の
推
進
や
、
感
染
予
防
に

係
る
新
た
な
知
見
も
含
め
た
情
報
提
供
な
ど

に
今
後
も
務
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

す
。

　
11
月
16
日
の
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
よ
り
、

感
染
者
が
多
数
発
生
し
て
い
る
地
域
や
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、

そ
の
期
間
、
医
療
機
関
、
高
齢
者
施
設
等
に

勤
務
す
る
者
、
入
院
・
入
所
者
全
員
を
対
象

に
、
道
が
一
斉
・
定
期
的
な
検
査
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
も
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
予

測
さ
れ
る
場
合
も
含
め
、
検
査
が
必
要
な
方

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

国
・
道
と
も
十
分
な
連
携
を
図
り
、
迅
速
か

つ
積
極
的
な
対
応
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
中
、
宗
谷
管
内
も
例
外
で
は

な
く
感
染
者
が
増
加
し
て
い
る
。　
　

　

ま
た
、
旭
川
市
の
病
院
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ

ー
に
よ
り
道
北
エ
リ
ア
の
医
療
に
も
大
き
な

影
響
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

の
感
染
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
併
せ
て

小
中
学
校
の
今
後
の
感
染
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　
地
域
住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、

医
療
機
能
の
維
持
は
重
要
な
課
題
で
す
。
医

療
体
制
の
維
持
に
全
力
を
尽
く
し
、
必
要
な

患
者
が
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
、
健
康
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　
国
保
病
院
は
道
か
ら
の
指
定
を
受
け
発
熱

者
等
相
談
医
療
機
関
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
発
熱
・
感
染
症
外
来
を
開
設
、
一

般
診
療
と
時
間
帯
や
診
療
施
設
を
分
け
て
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
方
々
が

安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
、
院
内
感

染
対
策
に
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　

　
小
中
学
校
の
今
後
の
感
染
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
現
在
も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
、
発
熱
な
ど
の
風

邪
に
似
た
症
状
が
み
ら
れ
る
と
き
は
自
宅
で

療
養
し
て
体
調
管
理
に
努
め
る
こ
と
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

質　

問

 

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て

質　
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病
院
・
介
護
施
設
等
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

髙 
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議会の動き

６日　全員協議会
15日　令和２年度宗谷管内ブロック協議会定期大会
　　　（稚内市）
　　　自民党政経セミナー（稚内市）
27日　第５回臨時会
　　　議会運営委員会

11月

なかとんべつ町議会だより２１３号 ６

　新人議員として、早くも一年半がすぎようとし
ています。「中頓別には何もない」と言われて久
しいのですが、人は自然や人に働きかけ、そこか
ら人々に必要な価値を生み出すことだと思います。
ですから私たちの町の人々や自然は、宝の山だと
いうことなのです。
　町民みんなで知恵を絞り手間をかけて、人々の
暮らしの糧を得て小さな家々に小さな明かりを灯
していく、そのような町づくりを心がけていきた
いと思います。
　さて、世界中に広がる新型コロナという疾病は、
ちょうど百年前に大流行したスペイン風邪にも例
えられています。
　第一次世界大戦の最中でしたが、やがて人類は
世界大恐慌から第二次世界大戦に突き進んでいき
ます。
　今回の疾病が私たちにどのような影響をもたら
すか計り知れませんが、どんな時代になっても人
々の暮らしを守り命をつないでいくという願いは
変わることはありません。
　　　　　　　　　　　　（綴人　髙橋　憲一）

議員だより ～私の思い～
このコーナーは、それぞれの議員が町づくりや
議会活動などについて、思いを綴るものです。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
わ
た
だ
し
く
年
末
を
迎
え
、
新
年
が
明
け
た
か
と
思
え
ば
、
早
く
も
ひ
と
月
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
全
く
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
と
感
じ
ま
す
。

　

今
年
も
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
良
い
年
で
あ
る
よ
う
に
と
願
う
次
第
で
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
全
国
的
に
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
た
年
で
し
た
。
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
異
常
気
象
と
い
わ
れ
る
近
年

で
す
が
、
今
年
は
丑
の
性
格
の
よ
う
に
穏
や
か
な
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

私
た
ち
、
議
会
広
報
委
員
会
は
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、
「
魅
力
あ
る
開
か
れ
た

議
会
」
で
あ
る
よ
う
町
政
を
厳
し
く
監
視
し
、
町
民
の
皆
様
へ
の
正
確
な
情
報
発
信
を
心
掛

け
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
御
意
見
を
遠
慮
な
く
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
も
町
民
の
皆
様
が
ご
健
勝
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
議
員
一
同
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
ま
だ
流
行
し
て
お
り
ま
す
。
感
染
を
予
防
す
る

た
め
に
も
、
基
本
的
な
感
染
予
防
の
実
施
や
不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛
、
「
３
つ
の
密
」
を

避
け
る
こ
と
等
が
重
要
で
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
、
う
が
い
、
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
を
心
掛

け
て
、
温
か
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
細
）

編
　
集
　
後
　
記

９日～10日
　　　第４回定例会
14日　天北厚生園クリスマスパーティー
17日　南宗谷消防組合議会（枝幸町）

12月

８日　議会広報編集特別委員会
15日　議会広報編集特別委員会
19日　宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）

令和３年１月

ホームページで議事録
などを公開しています
ホームページで議事録
などを公開しています

　中頓別町のホームページ
(http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp)
で議会だより、定例会の議事録などを公開し
ています。
　町ホームページから　
中頓別町について ⇒ 中頓別町議会　
又は 行政情報 ⇒ 議会 へ進みご覧ください。
議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などの
お問合せは、℡6－2244（議会事務局）へ。

発行  中頓別町議会／編集  議会広報編集特別委員会
〒098-5595 北海道枝幸郡中頓別町字中頓別172番地６
tel（01634）6-2244（直通）／fax  6-1155

　スペースの都合上、審議した議案や質疑・
質問と答弁の内容を要約して載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されて
おり、ご覧になりたい方は議会事務局まで
お問い合わせください。

質疑・質問は
　　要約されています
質疑・質問は
　　要約されています
質疑・質問は
　　要約されています


